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【発表の概要】 

大規模言語モデル(以下，LLM)の発達に伴い，高度な知識を必要とする法的な業務の自動化が期待さ

れている. 本研究では，特に法律相談場面に注目し，法的な相談に回答するための関連法律予測に取り

組んだ. 法的な相談事例と関連法律のデータセットを用いて GPT-3.5 をファインチューニングした結

果，提案モデルの F1Scoreが GPT-4に比べて僅差で下回った. また分析の結果，刑法 208条の予測に

おいてはベースラインを上回る正答数を示した一方，刑法 204 条についてはベースラインの正答数を

下回った. 学習時に使用したデータセットやハイパーパラメータの影響により，提案モデルが過学習を

起こしている可能性が示唆された. 

 

【成果】 

同じ法律分野で研究されている方々から様々な意見を頂くことができた．データ収集に関して民事に

比べ刑事に関するデータがクローズドである点での課題や、手法に関して RAGや分類モデルとの組み

合わせが有効ではないかといった議論をした．今後の研究に活かしていきたい． 

 

【URL】 

https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2024/pdf_dir/P2-25.pdf 
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